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1.今,な ぜ ジ ャ ン ヌ ・ダ ル ク か

ジ ャ ンヌ ・ダル クは,フ ラ ンス15世 紀初 頭 の一少 女 です。 イギ リス軍 に攻 め ら

れ存 亡 の危 機 に陥 った フラ ンス 軍 を たて 直 し,見 事 に フラ ンス を大 勝利 に導 い た

少 女 が ジ ャ ンヌ ・ダル クで した。 奇 跡 の 乙女 と もい われ て い ます。 彼 女 は今 か ら

約600年 ほ ど前,フ ラ ンス の ドンレ ミとい う村 の農家 の娘 と して生 まれ ま した。 当

時 イギ リス軍 が フラ ンスの 国土 の約3分 の2を 占領 してお り,あ わや フラ ンス は全

滅 か と思 われた時,ジ ャ ンヌ ・ダル クは立 ち上 が ったの です。 イギ リス軍 を追 い払

い,王 太子 シャルル7世 をフ ラ ンス国王 と して即 位 させ,今 日の フラ ンス国家 の土

台 を作 りま した。少 し大袈 裟 にい い ます と,今 日の フラ ンス とい う国家 は,17歳

の一・農家 の娘 に よって 救 わ れ,築 か れ た とい って も過 言 で はあ りませ ん。 その た

め,救 国の少 女 ・ジャ ンヌ ・ダルク といわれ てい るのです 。

ここで一言 お 断わ りしてお きた い こ とは,ジ ャ ンヌ ・ダル ク を語 る時,そ の時代

は,ヨ ー ロ ッパ ではキ リス ト教 色 が大変 強か った,と い うこ とです。 ジャ ンヌ ・ダ

ル クに触 れ る時,キ リス ト教 を背 景 に しない と少 し理 解 で きない点が あ る こ とをお

断 りしてお きます。 非常 に宗教 色 の濃 い時代 だ ったのです 。 したが って,当 時 は常

識 で も,今 日で は少 し考 え られ ない こ ともあ ります 。 どうか この点 は少 し捨 象 しな

が ら,ジ ャ ンヌ ・ダル クが 物語 って い る こ とを把握 して いた だ きた い と思 い ます。

否,現 代 に語 りか けて い るメ ッセ ー ジを掴 んで下 さい。

この こ とは,な ぜ 今 ジャ ンヌ ・ダルク なの か,と い う問題 に も関連 します。 自分

の信 念 の ま まに行動 し,戦 い,そ して勝 利 を収 め てい く。 これ が ジ ャンヌ ・ダル ク

の生 き方 で した。 時代 は今,「 武 士 道」 ブーム です。 新渡 戸稲 造 の 『武士 道』 とい

う本が 大変 に広 く読 まれて お ります。 映画や テ レビの時代 劇 はあ ま り人気 が ないの

です が,「 武士 道 」 とい う精神 は人 々の 心 の 中 に賛 同 を得 て い るの です 。 これ は,

時代 が,今 行 く手 を見失 ってい る。人 々が 自分 の生 き方 に迷 って いる。何 を自分 の

人生 の土台 と していい のか分 か らない。 そ うい う迷 い の中 にあ って 「武士 道」 とい

う もの は,人 間 と して の生 き方 に一本 の道筋 を示 して いる。す なわち,ど ん な こ と

が あろ う とも,時 代 が どう変 わ ろ う とも,自 分 の信念 の ままに突 き進 ん でい くとい

う,人 間 の一・つ のあ り方 に,人 々は共感 を覚 えて い るので はないか と思 うの です。

じつ はジ ャ ンヌ ・ダル クが問 い掛 けてい る もの は,こ れ にや や似 てい る点が あ る
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ので はない で しょうか。信 念 が ない,目 的 に殉 ず る生 き方 が ない時代 にお いて,一 一

つ の指針 を示 して い るのが彼女 の振 舞 いであ り,行 動 なのです 。

と くに,女 性 が歴 史 の扉 を開い た意義 これ は大変 に大 きい と思 い ます 。今 日で

も,女 性 が時代 の流 れ を決す る時 に なってお ります。 近年 の オ リ ンピ ック を始 め と

す るス ポー ツで も,女 性 の活躍 が 目立 ってお ります 。今 は女 性 が時代 の流 れ を決め

てい る とい って よいで し ょう。 ジ ャ ンヌ ・ダル クはそ の先 駆 けで あ り,典 型 で し

た。歴 史 を創 った のが,ジ ャ ンヌ ・ダルク とい う一女性 だ ったのです 。そ の こ とを

学 びあ うのが,今 なぜ ジ ャ ンヌ ・ダル クなのか,と い う ことの答 えなので す。 この

ことを,別 の角 度 か らい えば,女 性 が純粋 に 自分の信 念 を 自覚 し,そ の信 条 の まま

に立 ち上 が れ ば,ど ん な不 可能 を も可能 に してい く,そ して時代 転換 の偉 業 を成 し

遂 げて いけ る。 この こ とが,ジ ャ ンヌ ・ダル クが発 して い るメ ッセ ー ジで す。 と く

に,厚 い信 仰心 に基 づ いた女性 の戦 い は奇 跡 を起 こす,と い うこ とを彼 女 は体現 し

たのです 。

2.ナ ポ レ オ ン と ジ ャ ンヌ ・ダ ル ク

さて フラ ンスで は,今 もって,一 番有 名 なの は,男 性 で はナポ レオ ン,女 性 で は

ジ ャ ンヌ ・ダル ク とい われ て お ります。 ナ ポ レオ ンは大 変 な偉 業 を成 し遂 げ ま し

た。た ん に戦 闘 に勝 っただ けで はあ りませ ん。後 世 に残 る よ うな民法 典 を始 め様 々

な政 治 ・経 済 ・社 会 の制 度 を作 りま した。 しか し,ナ ポ レオ ンは ロー マ教 会 か ら

「聖 人」 には され てお りませ ん。 これ に対 して,ジ ャ ンヌ ・ダル クはナ ポ レオ ンと

比べ る と華 々 しい業 績 は残 してお りませ ん。 もちろん フ ラ ンス を救 った ことはす ご

いのです が,そ の後 の政 治,社 会制 度 を改編す る とい う ような こ とは してお りませ

ん。そ れで も彼女 は,1920年 に ローマ教会 か ら 「聖人」 で あ る と認 め られ ま した。

これ を 「列 聖 」 とい い ます 。聖 人 の仲 間入 りを して い るの です。 もっ ともこれ は,

ナポ レオ ンはキ リス ト教徒 で は な く,ジ ャ ンヌ ・ダル クは熱心 な キ リス ト教 徒 であ

った とい う ことか ら生 じて いる差 なの です。

なお,ジ ャ ンヌ ・ダル クの 映画 は,1898年 か ら2004年 に至 る まで,25本 も作 ら

れてい るの です。 これ は大体,4年 に1度 は ジャ ンヌ ・ダル クの映画 が作 られ てい

る とい う計算 にな ります 。そ れほ ど今 日にお いて も,フ ランス をは じめ多 くの 国 々

で,ジ ャ ンヌ ・ダル クの存 在 は,不 思議 な,魅 力 あ る少女 と して光が あ て られ てい

るのです 。

と もあれ,ナ ポ レオ ンとジ ャンヌ ・ダル ク。 この二 人が今 日の フラ ンス を築 いた

2大 支柱 をなす人物 で あ る とい って も過 言で はあ りませ ん。 と くに,ジ ャンヌ ・ダ

ル クにつ い て は,フ ラ ンスの オル レア ン市 で は,彼 女 が イギ リスの支 配か らそ の街

を救 った とい うこ とで,570年 以上 に渡 って毎年,記 念 の祭が 行 われ てい ます。 す

なわ ち,ジ ャ ンヌ ・ダル クが オ ル レア ンの街 を解放 した5月8日 に,「 ジャ ンヌ ・

ダル ク祭 」が 開催 され てお ります。5月7日 が前 夜祭5月8日 が 「ジャ ンヌ ・ダ

ル ク祭」 とな って い るのです。 この祭 には,歴 代 の フラ ンスの大 統領,た とえば ド
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ゴール,デ ィス カー ル ・デ ・ス タン,ミ ッテ ラ ン,そ して現在 の シラク大 統領 が参

加 してい ます。 ジャ ンヌ ・ダル クは今 もフラ ンス建 国 の象 徴 であ り,フ ラ ンス人の

心 の中 に生 きてい るのです。

ジ ャ ンヌ ・ダル クの親 友 で あっ た ア ラ ン ・ソ ンポー とい う人 は,「 ジ ャ ンヌの こ

とは,思 い出す だけで も勇気 が 出 る」 とい ってい ますが,じ つ に彼女 は,今 で もフ

ラ ンス人 の勇 気,希 望,理 想 の源 泉 なのです 。

なお,ナ ポ レオ ンとジャ ンヌ ・ダル クが フ ラ ンス を代表 す る二人 の英雄 で あ ると

い い ま したが,こ の 二 人 の関係 に は面 白いエ ピ ソー ドが あ ります。 とい い ます の

は,ジ ャ ンヌ ・ダル ク は15世 紀 始 め の人 で あ り,ナ ポ レオ ンは18世 紀 末 か ら19

世 紀始 めの 人で あ ります か ら,二 人が 出会 うとい うこ とは もちろ んあ りませ ん。 と

ころが この二 人 はあ る種 の 関係 を もつ ことにな るのです。 どうい う関係 か といい ま

す と,ジ ャ ンヌ ・ダル ク につ い ては,彼 女の死 後,し ば ら くす る と,オ ル レア ンの

街 以外 で はだん だん と人 々か ら忘 れ去 られて い き ます。 もちろん ジ ャンヌ ・ダル ク

の名誉 を回復 す る裁 判が 長 く行 わ れた りして,そ れ な りの話 題 はあ りま した。 それ

で も年 月が たつ うち に,だ んだ ん と人 々の記憶 か らは薄れ てい った のです。 そ の忘

れ去 られて いっ たジ ャ ンヌ ・ダル ク を一・躍 有名 に したのが,ナ ポ レオ ンだった ので

す 。

どうい うこ とか といい ます と,フ ラ ンス革命 の最 中 に,武 器鋳 造の 目的 でオ ル レ

ア ンにあ った ジャ ンヌ ・ダルクの像 は破 壊 され て しまい ま した。 革命 の動乱 がお さ

ま る と,早 速,そ の像 を再建 し よう とい う動 きが お こ り,1803年 ,像 は完 成 しま

した。再建 式典 が行 われ た とき,ナ ポ レオ ンはそれ に参 列 します 。そ して彼 は次 の

ように祝 福 した のです。 「フ ラ ンス の独 立 が脅 か され る ときに は,優 れた英 雄 が 出

て,必 ず奇跡 を もた ら して くれ る こ とを,あ の ジ ャ ンヌ ・ダル クは証 明 してい る」

と。 このナポ レオ ンの祝辞 以来,ジ ャ ンヌ ・ダル クの名 前 は フラ ンス全 土 に広 まっ

た とい われ て い ます。 飛 ぶ 鳥落 とす 勢 い の ナ ポ レオ ンに よっ て称 賛 され た ジ ャ ン

ヌ ・ダル クは,一 気 に フラ ンス の英雄 になった のです。 この意味 で,ナ ポ レオ ンと

ジ ャンヌ ・ダル クは深 い 関係 を もってい た とい えるの です。 と もあれ,ナ ポ レオ ン

と並 んで フラ ンス人 の心 に残 ってい る ジャ ンヌ ・ダルク。 と くにオル レア ンにお い

て は,今 もって彼 女 を賛 える祭典 が行 われ てい る とい う事 実 に は驚 か され ます 。

3.ジ ャ ン ヌ ・ダ ル ク と 日本

ジ ャ ンヌ ・ダル クは フラ ンスの こ とで はないか,日 本 とはあ ま り関係が ないで は

ないか,と い う疑 問 をお もちの方 がお られ る と思 い ます。 日本 とジ ャ ンヌ ・ダル ク

とは どうい う関係 が あるの か,と い うこ とにつ い て考 えてみ たい と思 い ます。 ジャ

ンヌ ・ダル クの時代 は14121431年 までの約20年 です。 ち ょう ど,15世 紀 の始

めです。 この頃 は,日 本 で い う と室 町幕府 が誕 生 した頃 にあ たっ てい ます。 す なわ

ち,平 安,鎌 倉,室 町 と,こ う時代 が下 って い くわけです が,室 町時代 とい うの は

南 北朝 の動乱 が続 き,朝 廷 の力 が地 に落 ちた時 です 。代 わっ て武士が 力 をつ けて き
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ます。 そ して足 利 義満 が 京都 に金 閣寺 を作 ります が,そ れ が1397年 で す。 ジャ ン

ヌ ・ダ ル クが 生 まれ た のが1412年 です か ら,ち ょうど足 利義 満 が金 閣寺 を作 った

10数 年 後 に彼 女 が生 まれ ま した。 金 閣寺 と ジ ャ ンヌ ・ダル ク を結 びつ けれ ば,日

仏 両 国の時代 イメー ジを思 い浮かべ るこ とが で きるので は ないか と思 い ます。

この足 利義 満 は武家 の力 を誇 り,お 隣の 中国,す なわち,当 時 は明の 時代 で した

けれ ども,中 国 の明の王 朝 に盛 ん に遣 い を出 して,明 との貿易 を活発 に します 。そ

の経 済 力 を背 景 に武 士 の力 を さ らに 強め て い っ たの です 。 それ が ち ょう ど ジャ ン

ヌ ・ダル クの 生 きた時代 に あた って い ま した。 フ ラ ンス で は,イ ギ リス にせ め ら

れ,フ ラ ンスが危 い時,日 本 で は,武 士 が台頭 し,武 士 に よ る政治支 配 が行 われ始

めた 時,こ れが ジ ャ ンヌ ・ダル クの時代 の 日仏 両 国の状 況で した。

そ れで は ジャ ンヌ ・ダル クは 日本 にいつ 頃紹介 され たので し ょうか。 それ は案外

古 い の です。 享和 元 年 とい い ます か ら1801年,す なわ ち江戸 時代 の 中期 か ら後期

に さ しか か る頃,オ ラ ンダの蘭学 者 であ る山村 才助 とい う人 が 晒 洋雑 記』 とい う

本 を書 き,そ の中で 「オ ル レア ン少女 の説」 とい うこ とで,ジ ャンヌ ・ダル クの こ

とを紹 介 して いるの です。 フラ ンス では,ナ ポ レオ ンに よって ジ ャ ンヌ ・ダル クが

全 国的 に有 名 にな る以 前,日 本 で は江戸 時代 に,す でに ジ ャンヌ ・ダル クは 日本 に

紹介 され てい た とい うこ とにな ります 。そ して 明治 にな る と,有 名 な文 豪 徳 富藍

花が 『世界 古今 名婦伝』 とい う本 の なかで 「オ ル レア ンの少 女」 とい うテーマで ジ

ャ ンヌ ・ダル クの こ とを取 り上 げ ま した。 この作 品 に よって,彼 女 の存 在 は広 く日

本 人の 間で知 られ る ところ とな りま した。続 い て,ジ ャ ンヌ ・ダル ク を有名 に した

の は新 渡戸 稲造 です 。新渡 戸稲 造 に よる紹介 で,ジ ャンヌ ・ダル クは 日本 国民の 問

で も英雄 の名前 を博 します 。新渡 戸稲 造 は明治11年,札 幌 にい た15歳 の 頃か らジ

ャ ンヌ ・ダル クへ の思い を深 め ます 。彼 はキ リス ト教徒 ですが,キ リス ト,ジ ャ ン

ヌ ・ダル ク,仏 陀,モ ハ メ ッ トを精神 の糧 に します。 キ リス トと仏 陀 とモハ メ ッ ト

とい えば,こ れ はキ リス ト教,仏 教 そ して イス ラム教 とい う三大宗教 の創 始者 と

い うこ とで わか るのです が,ど うい うわけか,そ こに ジ ャンヌ ・ダル クが入 ってい

ます。 なぜ か とい い ます と,新 渡 戸稲 造 は ジ ャ ンヌ ・ダル クの純 粋 に神 を信 ず る

心,そ して 国王 を戴 冠 させ る忠 誠心,こ れ らは武士 の心構 えに似 てい る と考 え ま し

た。 ジ ャ ンヌ ・ダル クの姿勢 の 中に,彼 は武士 道の精 神 を見 い出 したの です。 それ

ほ ど彼 は,ジ ャ ンヌ ・ダルクへ の思 い を深 くして いた といわ れて い ます。新 渡戸稲

造 は 明治23年,パ リの万 国博 覧 会 に参加 します が,そ の時 ジ ャ ンヌ ・ダル クが 生

まれた村,ド ンレ ミ村 をわ ざわ ざ訪 れ てお ります。 この ように新 渡戸稲 造 が ジ ャ ン

ヌ ・ダル ク を 日本 にお いて有 名 に した とい って も過 言で はあ りませ ん。

そ して,ジ ャ ンヌ ・ダル クを学 問的 に取 り上 げ たのが,箕 作 元八 とい う東京 大学

の教 授 です 。箕作教 授 は大正3年12月,「 ジ ャ ンヌ ・ダル クの性格 とそ の使 命 」 と

い う論 文 を書 きま した。 この論文 が ジ ャ ンヌ ・ダル クを 日本 に学術 的 に紹 介 した と

いわれ てお ります 。 この よ うにジ ャ ンヌ ・ダル クはナ ポ レオ ンと並 んで,江 戸 時代

か ら明治 ・大正期 にかけ て広 く日本 に紹介 され ま した。 そ して,歴 史 を創 った英雄

と して,長 く日本 で も尊 敬 の対象 となって きたの です。 と くに女性 の理想像 と して
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彼女は崇められてきました。

4.100年 戦 争

さて,ジ ャ ンヌ ・ダル クの生 涯 に入 る前 に,「100年 戦争 」 につ い て少 し触 れ て

お く必 要 が あ ります 。100年 戦争 とは,1339年 か ら1453年 まで,約100年 に渡 っ

てイギ リス とフラ ンスの 問で戦 われ た戦争 です。 ヨー ロ ッパ は今 で は,大 変 に美 し

く人間 の住 み易 い場所 が多 い のです が,こ の ヨー ロ ッパ の発展 は 「革新 の12世 紀」

とい われ た12世 紀 か らです 。そ れ以前 は,森 にお お われて お りま した。12世 紀 か

ら本格 的 な開発 が始 まったのです 。 もう少 し時 間 を広 くとれ ば,11世 紀,12世 紀,

13世 紀 にか け て ヨー ロ ッパ の大 い な る発 展 が あ った のです 。 なか で も 「革新 の12

世紀 」 といわ れた 同世 紀 に,一 大 農業技 術 の進展 が あ り,ヨ ー ロ ッパ は非常 に豊 か

になっ てい くのです。

この農業 を基 盤 に して いたの が封建 領主 と呼 ばれ る人た ちで した。 当時 は封 建領

主が 中心 で,ま だ国王 とい うよ うな偉 大 な軍 事力,経 済力 を もった人 は数多 くはお

りませ んで した。 ところが 農業技 術が発 展す る と封 建領 主,封 建貴 族 とよばれ る人

の なか か ら大 きな力 を持 った人 が 出て き ま した。す なわ ち,封 建 領 主 のなか か ら,

やが て軍事 力 と経 済力 を蓄 えた 人が,国 王 となって君 臨 しよう とす るのです。 そ れ

が,国 王 とい う存 在 です が,こ れが イ ギ リスや フラ ンス の地 に現 われ始 め ま した。

そ して 国王 た ち は,自 分 の領 土 を拡 大 しよ う と して,戦 争 や 駆 け引 きや 政 略結 婚

や,あ らゆ る企 み をはか ります。 自分 の勢力拡 大 に躍起 になるの です。

なお,「 イギ リス 」 「フ ラ ンス」 と我 々 は,今 日,い って お りますが,12,13世

紀 の頃 は,ま だ今 日の ような 「イギ リス 」「フ ラ ンス」 とい う よ うな は っ き りと し

た 国家 の 区別 はあ りませ んで した。す な わち,イ ギ リス王 国の君主 とい って も じつ

はフ ラ ンスの封建 領主 の 出身者 で した。 つ ま り,フ ラ ンスの封建 領 主が イギ リス に

渡 って イギ リス を支配 しま した。 そ して フラ ンス の領土 を拠点 に さらに 自分 の領土

の拡大 をはか ったのです 。 イギ リス に渡 った フラ ンス の封建 領 主が再 び また フ ラ ン

ス に攻 め て こよ うと します。 そ こで,フ ラ ンスの封建 領主 か ら国王 に なろ う と して

い た人 た ちは,そ う した イギ リス に渡 った貴族 ,封 建 領主,国 王 たち と戦 争 を しあ

っ てい たの です。 したが って,今 日の 「イギ リス」 「フ ラ ンス」 とい うは っ き りし

た 国家 の立 て分 け方 か らい う とわ か りづ らい ので す が,要 す る に 「イギ リス」 と

「フラ ンス」 は入 り乱 れて い たので す。 イギ リス国 王 も当時 はフ ラ ンス語 を話 して

い た とい われて い ます。 この ような状 況 の 中で,「100年 戦 争」 は起 こ りま した。

その きっか け は,1339年,イ ギ リス の 国王 とな って い たエ ドワー ド3世 が フラ

ンス を攻 め た,す なわ ち フラ ンスの国王 を兼 ね よ うと した こ とにあ ります 。 フ ラ ン

ス は,こ の イギ リスの侵 略 に対 して,い か に対 応す るか で大 き く二つ に分 か れ ま し

た。 イギ リス国王 と結託 して フラ ンス に迎 え入 れ よう と策 略 して いたのが ブ ル ゴー

ニ ュ侯 とい う封 建領 主 で した。 彼 が今 日の フ ラ ンス北 部 を支配 してい ま した。 そ し

て イギ リス に真 っ向か ら対 立 しよ うとい うのが フ ラ ンス 国王 シ ャルルで した。 しか
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し,こ の肝 腎 なフ ラ ンス国王 は フ ラ ンスの南部 の方 に追 いや られ てい ま した。 結果

的 に,当 時 の フラ ンスは,北 部の3分 の2が イ ギ リス,イ ギ リス と結 託 した ブル ゴ

ーニ ュ侯 に よって 占め られ,一 ・番純 粋 な フラ ンス王 で あ るべ きシ ャル ルは南部 の方

に,い わ ば逃 げてい た とい う形 にな ってい たの です 。

5.ジ ャンヌ ・ダル クの歴 史的意義

ジ ャ ンヌ ・ダル クが 生 まれた のは,こ う した時代状 況 の 中で,し か もイギ リス の

支配が 大変 に強 か った ドンレ ミ村 とい う,い わ ゆ るフ ランス の北東 部で した。 そ の

ため,彼 女 の村 はた びた びイギ リス軍 に襲 われ てい たのです 。要す るに フラ ンス本

土 は,イ ギ リス とイギ リスに味方 す るブル ゴー ニ ュ侯 が 北部 を占め,フ ラ ンス王 は

フラ ンス南 部 の方 に退 避 してい た とい う三つ 巴の状 態 にあ ったの です。

そ して,結 果的 にい う と,100年 戦 争 は,ジ ャ ンヌ ・ダル クの 出現 に よ り,フ ラ

ンスが イギ リス を破 り,イ ギ リス を今 日の イギ リス の 島へ と追 い返す こ とに成 功

した戦争 とな りま した。100年 戦 争 は,最 終 的 に,フ ラ ンスの勝 利 で終 わ ったの で

す。 で は,こ の100年 戦争 は フラ ンス に何 を もた ら したの で しょうか,そ の後 の フ

ラ ンス に どの ような影 響 を与 えたの で しょうか。 そ れは,一 つ には,国 王 中心 の 中

央集権 体制 が確立 した こ とです。 そ れ までい くつか の封 建領 主や,封 建 貴族 が分立

す る とい う状 態 で したが,100年 戦争 以 後 国王 の力が 強 くな り,国 王 を中心 とす

る中央 集権体 制 が 出来上が って い くのです。 と くに フラ ンスで は,ラ ンスで戴 冠 し

た シャルル7世 に よる王権 が強 くな り,フ ラ ンスの 国王 中心 の時代 が到 来す るので

す。 も う一 つ は,100年 戦 争 に よって今 日の 国民 国家 と呼 ば れ る ものの土 台 が 出来

ま した。 す なわ ち,そ れ まで は フラ ンスだ,イ ギ リスだ とい うような国家 の区別 が

曖昧 だ った のです。 しか し,百 年 戦争 に よっ て,「 フラ ンス」 「イギ リス」 とい う国

家 の形が だ んだん確 立 してい った。 それ ぞれ の住 民 た ちが,自 分 た ちは 「フラ ンス

の 国民 であ る」,「自分 た ちは イ ギ リス 国民 で あ る」 とい う,今 日で い うい わ ゆる

「国民 国 家」 とい う意 識 を もち始 め た のです。 イギ リス,フ ラ ンス の複雑 に入 りく

んだ領土 関係 が清 算 され,「 イギ リス」 は 「イギ リス」 に帰 り,「 フ ランス」 は 「フ

ラ ンス」 の 国土 に確 定す る とい う,は っ き りした 国家 の形 態が で きて くる ようにな

りま した。 や や難 しい表現 を します と,「 中世 的 な分 裂形 態 」が 解消 され,近 代 的

ない わゆ る 「絶対 主 義」 国家 に よる国家体 制が確 立 す る ように なったの です 。 これ

が100年 戦争 の意義 で あ り,そ の発端 を切 り開い たのが ジ ャ ンヌ ・ダル クの戦 いで

した。彼 女 の勝 利 で新 しい時代 が 開かれ た とい えるのです 。

この ように百年戦 争以前 の英 仏 関係 は大 変 に複 雑 で した。 ジ ャ ンヌ ・ダル クが生

まれ た頃,フ ラ ンス は,イ ギ リス,イ ギ リス に味方 す るブル ゴーニ ュ侯,そ れ か ら

シ ャルル王太 子の フ ラ ンス とい う ように大 き く3つ に分裂 していた のです。 そ の中

で ジャ ンヌ ・ダルク はイギ リス を破 り,王 太子 シャルル7世 を フラ ンス 国王 として

即位 させ ま した。 フ ラ ンス統一・国家 の今 日の土 台 を作 る ことに成 功 した のです。 ジ

ャンヌ ・ダル クの歴 史 的意義 は この点 にあ ります。

・
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6.ジ ャ ン ヌ ・ダ ル クの 生 涯

まず,ジ ャ ンヌ ・ダル クの生 涯 を概 観 してお きた い と思 い ます 。彼女 は,ど の よ

うな一 生 を送 った の で し ょうか。 彼 女 は,1412年,フ ラ ンス北東 部 の ドン レ ミ村

とい う人 口200人 ほ どの小 さな村 に生 まれ ま した。父 ジャ ック ・ダル ク と母 イザベ

ル ・ロメ夫妻 の四人 目の子供 で した。小 村 ですが ,彼 女 の家 はそ んな に貧 し くはな

か った よ うです 。 む しろ裕福 な方 だ っ た ともい われ てお ります 。1425年 ,ジ ャ ン

ヌ ・ダルク は13歳 の時 に は じめて神 の声 を聞 きます 。そ れ は,最 初 は,「 行 い を正

し く,教 会 に熱心 に通 う ように」 とい う もので したが,そ の後 だんだ ん具体 的 に

なって い きます 。す な わ ち,「 イ ギ リス軍 を追 い 出 し,亡 命 中 の王 太子 を シャル ル

7世 と して戴 冠 させ な さい。 そ れが,ジ ャ ンヌ ・ダル クの使 命 であ る」 とい う よう

に な るの です。 そ して ジ ャ ンヌ ・ダル クは,そ のお 告 げ通 り,1429年3月 に,シ

ノ ンとい う場所 で王太子,後 の フラ ンス国王 シ ャルル7世 に会 い ます 。そ して 同年

5月8日,オ ル レア ンの戦 い に勝 利 し,そ の 町 を 開放 します 。 ジ ャ ンヌ ・ダル ク

17歳 の 時で した。2ヵ 月後 の1429年7月 に,王 太子 は ラ ンス に入城 します 。 ラ ン

ス とい うところ には ノー トル ダム大寺 院 とい う立 派 な寺 院が あ り,フ ラ ンス国王 は

その大聖 堂で戴 冠式 を行 うこ とによって,初 め て正式 に フ ランス国王 にな る とい う

伝 統 が あ りま した。 王太子 シャル ルは ジ ャンヌ ・ダルクの助 け に よ り,無 事戴 冠式

を行 い,晴 れ て フラ ンス 国王 にな ります。1429年7月17日 の こ とで す。 しか し,

パ リ解 放 をめ ざ した ジ ャ ンヌ ・ダル クは翌年5月23日 ,コ ンピュー ニ ュ とい う と

ころで ブ ル ゴーニ ュ侯 軍 に捕 ま って しまい ます。 そ して イ ギ リス軍 に引 き渡 され,

イギ リス側 はパ リ大 学神 学 部の力 をか りて,1431年,彼 女 を宗教 裁判 にか け ます。

同年5月 に下 された判 決 は死刑 で した。理 由は,彼 女が正 統 な信 仰 を もた ない異端

者 で あ り,魔 術 を使 う女 だ か ら とい うのです。 そ れに対 して彼女 は,一 旦 は改俊 の

情 を示 します 。 だが,信 念 に旬 ず る道 を選 ん だ彼 女 は,す ぐにそれ を翻 します。 当

時,一 旦 認 め た罪 を再 び翻 せ ば火刑 で した。 当時 の慣 例 に したが って,1431年5

月30日,ジ ャ ンヌ ・ダル ク は死刑 にな ります 。火刑 に よ り,彼 女 は19歳 の短 か い

生 涯 を閉 じたので した。

ここで彼 女 の生涯 を,ナ ポ レオ ンのそれ と比べ る と非 常 に違 う点が あ ります 。 ナ

ポ レオ ンはそ の一生 にお いて実 に沢 山の こ とを しま した。 しか し,そ れに対 して ジ

ャ ンヌ ・ダル クは,王 太子 に会 い,イ ギ リス軍 を打 ち破 り,王 太子 を国王 に就任 さ

せ る。 さ らにパ リに進 軍 し,フ ラ ンス を完全 に解放 しよう とします が イギ リス 軍 に

負 け,捕 まって,宗 教裁 判 にか け られ る。そ して火 あぶ りの刑 に処せ られて生涯 を

終 える。 この よ うに話 と しては非常 に簡 単です 。 ナポ レオ ンの場 合 は業績 も多 く複

雑 なんです が,ジ ャ ンヌ ・ダル クの生涯 は簡潔 です 。

若干17歳 で歴史 の舞 台 に登 場 し,19歳 でそ の役 割 を終 える。 わずか2年 間の 出

来 事 で した。 しか し,ジ ャ ンヌ ・ダル クが後 世 に残 した もの は,そ の後 の歴 史 の

流 れ を変 えるな ど非 常 に大 きな ものがあ りま した。 しか も,ジ ャ ンヌ ・ダル クの魂
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は,彼 女が 火刑 に処 せ られて,そ れ で終 わ りとい うわけで はあ りませ んで した。

彼 女が1431年5月30日 に火刑 に処 せ られ てか ら20年 後,1450年2月,国 王 シ

ャルル7世 はその裁判 の見 直 しを命 じます。 そ して,1456年7月7日,ジ ャンヌ ・

ダル ク は異端 で は なか った とい う こ とで無 罪 にな ります 。 さ らに400年 後 の1894

年,彼 女 は ロー マ法 王 庁 か ら 「尊 者 」 の称 号 を贈 られ ます 。 そ して,1909年,同

じ法 王庁 か ら 「福 者」 の称 号 を与 え られ,1920年5月16日,す なわ ち第一 次世 界

大 戦 が終 わ った翌 年,今 度 は ロ ーマ法 王庁 か ら 「聖 女」 の称 号 を与 え られ るの で

す。 実 に,死 刑 判 決 か ら500年 後,ジ ャ ンヌ ・ダル ク は魔 女 どこ ろか神 に近 い 女

性,「 聖女 」 の称 号 を え るのです 。 こ う考 え る と,ジ ャ ンヌ ・ダル クの話 は非 常 に

息 の長 い,年 代 も長期 にわ た る もの です。最 初 は魔 女 とい われ,500年 後 に は 「聖

女 」 と崇 め られ る立場 に なったの です。 しか も,歴 史 のイ メー ジ として は,フ ラ ン

ス を救 った英 雄 と して,燦 然 とそ の名前 は輝 いて お ります。 フラ ンスの ナ シ ョナ リ

ズム の シ ンボ ルに もなって い ます。 しか も更 に広 く,世 界 の多 くの人 々に,国 家存

亡 の危機 を救 った勇者 と して刻 印 され てい るので す。

7.「 神 の 声 」 を聞 く

ジ ャ ンヌ ・ダル ク は,前 述 した よ うに,1412年1月6日,農 家 の4人 目の子供

として生 まれ ます。 故郷 で はジ ャネ ッ トと呼 ばれて い ま したが,後 に ラ ンス に来 て

か らジ ャ ンヌ とい われ る よ うに なった よ うです 。 この時代 は父母 の どち らの姓 を名

乗 って もよかった ようで,お 父 さんの ジ ャ ック ・ダル ク とい う名前 を受 けて ジ ャ ン

ヌ ・ダル ク とい って も よい し,ま たは,お 母 さんの イザベ ル ・ロベ を とって ジ ャ ン

ヌ ・ロベ を名 乗 って もよか った よ うです。

よ く彼 女 が 羊飼 いの 娘 で は なか っ たか とい われ るので すが,そ うで はな い よう

で,彼 女 自身,「 牛 や家 畜 を野原 に連 れ出す こ とは一 度 もなか っ た」 とい って お り

ます。 む しろ,「 布地 を縫 い,糸 を紡 ぎ,袋 を作 る こ とにお い て は誰 に も負 けなか

っ た」 と自負 して い ます 。彼 女 が羊飼 いの娘 で あ る とい うの は,後 に宗教 裁 判 で,

裁判官 た ちが彼女 を魔 女 にす るため に 「羊飼 い の女 」 とい うイメー ジを作 り上 げた

た め とい われ てお ります。 といい ます の は,「 羊飼 いの女 」 には,「 占い師」,も し

くは 「魔術 を使 う者 」 とい う伝 説が 当 時 あ りま したの で,「 羊 飼 いの女 」 と決 めつ

け,彼 女 を魔女 に仕 立 て上 げ よう としたか らです 。

なお,ジ ャ ンヌ ・ダル クが どの ような風 貌 だっ たのか とい うこ とについ て は,ま

った くの謎 です。 当然写真 はあ りませ ん。背 が 高か った のか低 か ったのか,美 しか

った の か,そ うで なか っ たの か,太 ってい た の か痩 せ て い たの か,全 くの不 明 で

す。 現在 で は推 測 の しよう もあ りませ ん。 ただ,彼 女の死 後,た くさん の人が彼 女

につい て,い ろんな絵 を描 いてお ります。 ジ ャ ンヌ ・ダル クの絵 は多 く残 ってい る

のです。 だが,本 物 の ジャ ンヌ ・ダル クの実像 につ い てはい まだ に謎 です 。 ただ最

近,ジ ャ ンヌ ・ダル クの鎧 が見 つ か っ た とい うニ ュース が フ ラ ンス で流 れ ま した。

ジャ ンヌ ・ダルクの肩 に矢 が刺 さったの は事 実の よ うですが,そ の鎧 に も確 か に矢
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が貫通 した後 が あるの です。本 物 の鎧 か どうか,今 まだ鑑定 中 ですが,も し本物 と

す る と,そ の鎧 の形 か ら,ジ ャ ンヌ ・ダル クはだい たい160cmく らいの身長 の,中

肉中背 の体躯 で はなか ったか,と 推測 されて い ます。

ともあれ,ジ ャンヌ ・ダル クは,両 親 に も兄 弟 に も恵 まれ,ド ンレミ村 とい う平

和 な村 です くす くと育 って い ま した。 イギ リス軍が攻 め て来て,苦 境 に陥 る こ とも

あ ります が,全 体 的 に は平 和 で あ った ようで す。 そ れが彼 女 が13歳 の時,あ る 日

突然,夏 の 正 午,神 の声 が 聞 こえ て くる よ うにな り,運 命 が 変 わ ります。 そ の声

は,最 初 は,「 ジ ャ ンヌ よ,行 い を正 す よう に」,「神 を助 け る よ うに」,ま た 「信

仰 を全 うす る よ うに」,と い う信 仰 に 関す る こ とが多 か っ た よ うです 。彼 女 は一体

誰 が しゃべ って いるのか,誰 の声 なのか,と 思 うの ですが,や が て これ は,神 のお

告 げで あ る と固 く信 じる よ うにな ります。 そ れ以 来,彼 女 の耳 に は神 のお 告 げが

頻 繁 に聞 こえ る ように な り,か つ 具体 的 に な ってい きます 。 そ して,彼 女 が16歳

に なっ た時,「 ジ ャ ンヌ よ,オ ル レア ンの囲 み を解 け。 そ して イギ リス軍 を追 い払

え」,さ らに,「 シ ャル ル を国王 と して ラ ンス で戴 冠 させ よ」,す なわ ち,「 王 位 に就

け なさい」 と,そ の声 は明確 に彼 女 に指示 を出 したのです。 この辺 りは,現 代 の私

た ちには ち ょっ と信 じ難 い ところですが,彼 女 はそ の声 の 意味 を はっ き りと自覚す

る よ うに なった といわれ てお ります。 一 方,彼 女 の父 親 も夢 を見 ます。 そ れ は,娘

が 兵士 と ともに出兵 す る,と い う もの で した。夢 か ら覚め た父親 は,も しその よう

な こ とに なれば,自 分の 手で娘 を水 に付 けて殺 す。娘 にはその ような ことは させ な

い と,い い ます。 ところが ジ ャ ンヌ ・ダル クの耳 には,あ ま りに も しば しば神 の声

が 聞 こえて きます。 父親 には打 ち明け られ ないため,彼 女 は近 くに住 む叔 父 に相談

します 。叔 父 は,彼 女 の真 剣 な訴 えに耳 を傾 け ます 。 そ して,「 ヴ ォー クル0ル の

街 の ボー ドリクール守備 隊長 の ところへ行 った方が よい」 と助言 して くれ ます。彼

女 は叔 父 と ともにヴ ォー クルールへ行 って彼 に会 い,神 の お告 げの話 を率直 に語 り

ます。 ところが ボー ドリクー ル はそ の よ うな話 は信 用せ ず,「 嘘 をつ くな」 とい っ

て彼 女 に平手打 ちを くらわせ ます。 そ れで も彼女 は,何 回 もボ ー ドリクー ル守備隊

長 に 自分 が 聞い た とい う神 の声 の内容 を伝 え ます。 そ して,決 定 的 にな ったの が,

「オル レア ンで フラ ンスは敗 れ たの で し ょう。 そ の オル レア ンの街 を開放 しなけ れ

ば な りませ ん⊥ といった彼 女の一 言 で した。 ボ ー ドリクー ルは,「 なぜ この娘が そ

の よ うな こ とを知 って い るの だ ろ うか」 と驚 き,彼 女 のい うこ とを信用 す る よ うに

な ったのです 。

8.「 神 の 声 」 と は

こうい う話 を聞 きます と,「 神 の声 を聞い た」 とか 「神 のお告 げ を信 じた」 とか,

それ は一 体 どうい うこ となの か,私 た ち に は戸 惑 う点が あ る と思 い ます。 そ れ に

は,こ の時代 の,ヨ ー ロ ッパ の精 神 的気風 を知 る必要 があ ります 。 ジ ャンヌ ・ダル

クの時代 は,中 世 でキ リス ト教 の信仰 が非 常 に強 く根 を張 ってお りま した。 この よ

うなジ ャ ンヌ ・ダル クの 時代 に は,女 性 が 「神 の声 を聞い た」 とい う ような こ とは
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珍 しい こ とで はなか った とい われ てお ります。何 人 もの女性 が,「 神 のお告 げ を聞

い た」,「神 の声 を聞 いた」 とい うよ うにい って いた よ うです。 そ れ に対 して,も ち

ろんそれ を否定す る声 もあ りま したが,一 方 で は肯 定 し,認 め る雰 囲気 もあ りま し

た。 そ う した宗教 的 な気 風 が濃 厚 だ ったのが,ヨ ー ロ ッパ の 中世 だ ったのです 。少

し難 しい言葉 でい い ます と,「 超 自然」 と 「現実 」 とが 人 々の 日常 生活 の 中で混 じ

りあ っ ていた とい う こ とに な ります。 それ ほ ど宗教 的 な空気,雰 囲気,風 習,そ う

い う もの が濃厚 な時代 だ ったので す。

もち ろん,前 述 した よ うに 「神 の声 を聞 いた」 とい うよ うなこ とがすべ て その ま

ま認 め られ た わけ で はあ りませ ん。 中に は,錯 覚 で ある,と か,「 詐欺 ⊥ 「語 り⊥

「狂 女」,「魔 女 」 であ る とか いわ れて糾 弾 され る こ ともあ りま した。 それ が,宗 教

裁判 です。 ジ ャンヌ ・ダル クの場合 も,彼 女 が捕 まって宗教裁 判 にか け られ,さ ん

ざん批 判 され ます 。彼女 は異常 な精 神状 態 にあ って幻覚 を見 たの だ,と い う ように

も断 定 され ま した。 しか し,ジ ャンヌ ・ダル クの場 合 は,宗 教 裁判 で も明 らか にさ

れ るの ですが,13歳 か ら17歳 の頃 の彼 女 は大 変 に健 康 で丈 夫 な女性 で,そ の よう

な幻覚 に惑 わ され る女性 で はあ りませ んで した。大 事 な こ とは,彼 女 が 「神 のお告

げ を信 じた」 とい う ことです 。彼女 は,神 が 「私 の前 に現 れ た んです」 と断言 しま

す。 そ こに見 られ るのは,頼 るべ きは 自分 の信 仰 のみ で,自 分 の信念 に従 う とい う

姿勢 です。彼 女 は毅 然 と立 ち上が りま した。 ここが非常 に大事 な ところです。 強 い

信 仰 心 に燃 え,今 日の 言 葉 でい う と,一 つ の使 命 を実 感 した こ と,こ れ が ジ ャ ン

ヌ ・ダ ルクが 「神 の声 」 を聞い た とい うこ との意 味 だ と思 い ます。

よ く 「使 命」 とか 「使 命感 」 とい い ますが,よ く考 えれ ば使 命 とい うの は事 前 に

は わか りませ ん。 大事 なの は使命 感 だ と思 い ます 。 「使命 」 とは 自分 で 感ず る もの

なの です。 ジャ ンヌ ・ダル クが 「神 のお告 げ」 を聞 いた とい うこ とも,何 か神 懸か

り的 な こ との ように思 われ ますが,こ れ は現代 風 にい えば,彼 女が 一つ の使 命 感 を

感 じ取 った,覚 知 した と解す るこ とが で きるので は ないで しょ うか。彼女 の 出発点

は,自 らの使 命 の覚知 にあ ったの です。

9.王 太子 に会 う

「神の声」に自分の使命を感 じた彼女は王太子に会い,一 刻 も早 く国王 として戴

冠することが大切であると訴えようとします。そのためにはまず,オ ルレアンの街

を解放 しなければなりません。このように彼女は自分の歩むべ き道をしっか り見定

めていきます。しかし,こ とはそ う簡単 にはい きません。守備隊長ボードリクール

にして見れば,彼 女 をやすやす とシャルルに会わせるわけにはいきません。彼は,

彼女にい くつかの実験 とい うか,質 問を します。いわゆる予備検査というものをす

るのです。それはまず,彼 女の信仰心についてで した。彼女の信仰がどれくらい純

粋なものか。これについては,教 会の法学者 と神学者が彼女に次々と質問を浴びせ

ました。彼女はその一つ一つに見事に答えます。その姿を見て,一 同大変に驚 き,

彼女のことを聖女 カ トリー ヌの再来であるとみなします。次に,本 当に純粋 な乙女
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であ るか どうか の確 認 が な され ます 。 これ は当時 の カ トリ ック教 会 では大変 に重要

な こ とで した。 それ は悪魔(サ タン)に と り葱 か れ てい ない か どうか を確 か め る必

要 が あ っ たか らです 。魔 女 とサ タ ンは交 わ る とい われ て お りま した ので,ジ ャ ン

ヌ ・ダル クが魔 女 で はないか どうか厳 格 な訊問 が行 われ たのです 。訊 問の結 果,す

べ ての疑 い は晴れ,彼 女 は正 しい キ リス ト教 信者 で あ る とい うこ とが認 め られ ま し

た。そ こで守備 隊長 ボ ー ドリクー ルは,彼 女 を シャルル に引 き合 わせ る こ とに しま

す。

か くして シ ャルル に会 え るこ とにな った ジャ ンヌ ・ダルク はシ ノ ンの王城 に向か

い ます。 当時 の封建領 主 や国王 は一つ の城 に居 を構iえる とい うよ りも,転 々 と自分

の城 を回って住 む とい う習慣 を もってい ました。 王太子 シャル ルは,当 時 シノ ン城

にお りま した。 ボ ー ドリクー ル守 備隊 長 に連 れ られ た ジャ ンヌ ・ダル クは,シ ャル

ル に謁 見す るため,そ の城 にお もむ きます。 ボー ドリクー ルか ら彼 女が会 い に来 る

とい うこ とを事前 に聞い ていた シャルル は,一 つ の トリック を試 み ます。 そ れは玉

座 には 自分 の家 来 を座 らせ て,自 分 は列 席 して い る貴族 の 中 に紛 れ込 んだ ので す。

こ うした なか,ジ ャ ンヌ ・ダル クは案 内 され て部屋 に入 っ て きます 。彼女 は もち ろ

ん シ ャルル に会 っ た こ とはあ りませ ん。 ところ が,彼 女 は部屋 に入 って くるな り,

玉 座 には 向か わ ず,貴 族 の中 に紛 れ 込 ん でい た シ ャルル の前 にそ の ま ま歩 み 寄 っ

たので す。 そ して彼 女 は彼 にいい ます。 「王 太子,私 が ジャ ンヌ ・ダル クです 」 と。

なぜ,シ ャルル を見破 った のか,こ れ も一つ の謎 であ る とされてお ります。 今 日で

は,彼 女 の まれ に見 る強 い感受性 が た ち どころに シ ャルル を見破 った,と いわ れて

い ます。

シャルル に謁 見 して幾 つか言葉 を交 わ した後,ジ ャ ンヌ ・ダル クは王太子 に二 人

だけで重 要 な話 が したい といい ます。 王太 子 に して みれ ば,ジ ャ ンヌ ・ダル ク とい

う,な んだか訳 の わか らない娘 が突然 自分 の前 に現 れて,二 人 だけ で話 を したい と

い うの で,一 瞬 とまどい ます。果 して この少女 を ど こまで信 じて よいのか,わ か り

ませ ん。 当時,王 太子 シ ャルルは24歳,ジ ャンヌ ・ダル クよ りも7歳 年上 で した。

彼 は半 信 半疑 で,話 をす るべ きか どうか迷 い ます 。す る と ジャ ンヌ ・ダル クは,そ

の逡巡 を見 透 かすか の よ うに,「 私 はあ なたの ため に良 き印 を持 っ て まい りま した」

といい ます 。 そ こで王 太子 は,彼 女 と二人 だけ で話 しあ う ことに応 じます 。 その結

果,シ ャルルが彼 女 の こ とを信 じるこ とにな ります。 それ には2つ の理 由が あ りま

した。 そ の ひ とつ は,ジ ャ ンヌ ・ダル クが 王 太子 の出生 の秘 密 を述 べ た か らで し

た。

王太 子,す な わ ち後 の 国 王 シ ャル ル7世 の父 で あ る シ ャルル6世 は,1392年 に

発 狂 してお りま した。 そ して,王 太子 シャル ルが生 まれ たの は1403年,す なわち

シ ャル ル6世 が発 狂 してか ら11年 後 に王太 子が 生 まれ た こ とに な ります。 こ うし

た こ とか ら人 々の間で は,王 太子 は シ ャル ル6世 の本 当の子供 で はないの で はない

か,も しか す る と,シ ャル ル6世 の弟 と王妃 イザベ ル との問 の子 供 で はないか とい

う噂が た ってお りま した。王太 子 はその 噂 に大 変 に悩 ん でお りま した。 「自分 は正

統 な王位 を継 ぐもので は ないので は ないか⊥ 「自分 は父 の本 当の子供 で はな く,父
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の弟 の子 で はな いの か」,「非嫡 子 で は ないか」,等 々 自分 の 出生 の秘 密 を大変 に気

に してい たのです。 そ こ に現 れた のが ジ ャンヌ ・ダル クで した。 彼女 は王太 子 に断

言 します 。「神 の言葉 と して,あ なた は フラ ンスの真 の 王位継 承 者 であ る」 と。 す

な わ ち,神 と自分 の 秘 め事 で しか な い と思 っ てい た こ とを,ジ ャ ンヌ ・ダル クが

「あ なた は フラ ンスの正 式 な王 で あ る」 と保 証 して くれ た。 この一 言 は,王 太子 に

彼 女 を深 く信 頼 させ る励 み となったの です。

も う一つ は,ジ ャ ンヌ ・ダル クの純粋 な信仰 心 で した。 彼女 と話 して い る と,何

と もい えない清 らか な信 仰心 を呼 び覚 まされ,王 太 子 は,こ の女性 は本 当 に厚 い信

仰 の持 ち主 で ある と確信 します。王 太子 自身,感 動 に対 して は素直 な心 で受 け止め

る性格 で した ので,彼 女 の純粋 さに強 く動か され たの です。

か くして,シ ノ ン城 で 王太 子 の信 任 を得 た ジ ャ ンヌ ・ダル クは,王 太 子 に対 し

て,0刻 も早 くオ ル レア ンの街 を イギ リス軍 か ら解 放 し,ラ ンスの大 聖 堂で王 太子

が正 式 に国王 として の戴冠 を受 け るこ とが大 事 であ る と,説 得 します。彼 女 を信用

した王太子 は,即 座 に彼女 にオル レア ン解放 の命 を下 します 。彼女 には十騎士,従

者,伝 令,鎧 兜,剣 が与 え られ ます。

た だ,剣 を も らう際 彼 女 は また一・つ の不 思 議 な こ とをい い ます。 そ れ は,「 サ

ン ト ・カ トリーヌ ・ドゥ ・フェイエ ル ロー とい う教会 の祭壇 の下 に埋 まってい る剣

を掘 り出 して くだ さい」 と王太子 に頼 むのです 。実 際 そ の場所 を掘 って み る と剣

が 出て きます 。 この剣 に は十字 架 の印が刻 まれ てい ま した。

10.オ ル レア ンの 開 放

ジャ ンヌ ・ダル クの出陣 の準備 はす ぐに整 い ま した。彼 女 は一気 にオ ル レア ンに

向か い ます。 オ ル レア ンの街 は完全 にイギ リス軍 に制圧 され てい ま した。 フラ ンス

軍は全 く士気 を喪 失 してい たのです 。 しか し,ジ ャ ンヌ ・ダル クが兵 を率 い て現 れ

た とき,フ ラ ンス軍 は よみ が え ります。 それ まで戦 う気力 を失せ ていた フラ ンス軍

は立 ち上が るの です。 そ して イギ リス軍 を一気 に攻 め落 と して しまい ます 。 オル レ

ア ンの街 は フラ ンス の誇 る要 塞 で した。 その ため,こ こ をイギ リス軍が 占領 して し

ま うとフラ ンス は窮地 に陥 ります 。 しか もこの街 は,も と もと王太 子 シ ャルルの も

ので した。 オ ル レア ンの街 の人 々 は,ジ ャ ンヌ ・ダルクの雄 姿 に触 れ た時,王 太子

のた め,わ が領 主 を守 るため との使 命感 に燃 え,イ ギ リス軍 を次 か ら次へ と撃破 し

てい った のです 。

ジ ャ ンヌ ・ダル クの戦 い は,当 時 の貴族 た ちの戦 い とは違 ってい ま した。 一つ の

砦 を破 れ ばす ぐ次の 砦 に向か う,と い う ように,次 か ら次へ と攻 め抜 いて い くとい

う戦 法 で した。使 命 感 に基 づ い た非常 に激 しい戦 い 方 だ った の です。 これ に対 し

て,貴 族 た ちの戦 い方 は少 し違 って い ま した。彼 女 は,戦 い に勝 つ こ との みが重要

で あ り,そ のため に徹 底 的 に攻 撃 し,勝 ち抜 く,こ れが彼女 の戦 法で した。 ところ

が,当 時 の貴 族 や騎 士 た ち に とって は,戦 い は単 に勝 つ だ け が 目的 で は あ りませ

ん。 そ れ よ りも見事 な腕前 を競 った り,武 勇 を誇 示す るこ との方 が重要 で した。す
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な わち,い か に戦 うか とい う戦 闘振 りが大事 だ ったの です。 したが って 当時 の貴族

た ちは,敵 の力 が強 い とわか る と途 中で戦 い を止 め て しま うこ とが あ りま した。そ

して戦 いの 中か ら少 しで も利 益 を得 よう と交 渉 に入 るのです 。勝敗 を最後 まで追及

しない とい うのが 当時 の貴 族た ちの戦 法 だった のです 。 ところが ジャ ンヌ ・ダルク

は,そ の ような戦法 を全 く無視 しま した。単 に腕 前や 武勇 を見 せ た り,形 を取 り繕

う とい うもの で はな く,徹 底 的 に戦 い,攻 め落 とす とい うのが 目的で した。最 後 ま

で勝敗 をは っ き りさせ る とい うのが,彼 女 の戦 いだ ったの です。

したが っ て,こ の よ うな ジ ャンヌ ・ダル クの戦 い方 には,さ す がの イギ リス軍 も

太刀打 ちで きませ んで した。迫力 が違 っていた のです 。戦 闘中,彼 女 に向 か って陰

険 な冗 談 を飛 ば した イギ リス兵 に彼 女 は叫 び ます。 「死 が 間近 に迫 って い るの に神

を否認 す るの は まちが ってい る」 と。 す る と,そ の兵十 は直後 に死 んで しまった,

とい われ てお ります。 また,イ ギ リス軍 のあ る隊 長が,彼 女 の降伏勧 告 に対 して,

「何 をい うか 」 と逆 らった 時,彼 女 はそ の隊 長 に向 か って,「 汝 は血 を流 さず に死

ぬ 」 といい ます。す る とその男 は直後 に川 に落 ちて溺 死 して しまい ま した。彼 女 は

「イギ リス 軍 は駆 逐 され るで あろ う」 と宣 言 します 。 「ラ ・ピ ュ レ」,す なわ ち 「純

粋 な乙女」 とい う意 味で すが,「 ラ ・ピュ レ ・ジ ャ ンヌ ・ダル ク」 とい う名前 を聞

いた だけで,イ ギ リス軍 は震 え上が った とい われ る ように な りま した。 ジ ャ ンヌ ・

ダル クが オル レア ンの戦 い に入 る前 に は 「200人 のイ ギ リス兵 は400人 の フ ラ ンス

兵 を追 い払 う」 とい われ てお りま した。 しか し彼 女 が現 れ てか らは,「200人 の フ

ラ ンス兵 は1000人 の イギ リス兵 を蹴 散 らす」 と恐 れ られ る よ うな凄 い力 を発 揮 す

る よ うに なった のです。

ここで,一 言付 け加 えて お くと,ジ ャ ンヌ ・ダル クは旗 を掲 げて戦場 を駆 け巡 っ

て いた だけ で,彼 女 自身 は一 人 の兵十 も殺 さなか った とい われ てお ります。 た だ,

「前 進,前 進」 との号 令 を発 しなが ら,兵 隊 を鼓 舞 してい た だけ なの です。 一 人 も

殺 しませ ん で した。彼 女 は,農 家 の 娘 と して生 れ,「 針 よ り重 い もの は持 っ た こ と

はない」 とい われ る ような女性 で した。そ の女性 が鎧兜 をつ け,剣 を持 って,軍 旗

を掲 げて戦場 で戦 う。 これ は普通 で は考 え られ ませ ん。使 命 に 目覚 め た一人 の女性

の振 る舞 い,そ れが全 軍 を奮 い立 たせ たの です。 ここに,人 間 の不 思議 な力 を感 じ

ます。

11.国 王 の 戴 冠

この ように,王 太子 に会 い,彼 を説 得 して 出陣 し,イ ギ リス 軍 に囲 まれ てい たオ

ル レア ンの街 を開放 す る こ とに ジ ャンヌ ・ダル クは成功 します 。そ して次 に進 むべ

き道 として2つ あ りま した。 ひ とつ は,そ の まま一気 に,や は りイギ リス軍 に抑 え

られて い るパ リを奪 還す るか,そ れ とも,ラ ンスの大 聖堂 で王 太子 シ ャルルの戴冠

式 を行 うか,こ の2つ の選択 があ った のです。

その 時 ジ ャ ンヌ ・ダル クは,迷 わず に 「まず ラ ンスで フ ラ ンス 国王 と しての正式

な戴冠 をすべ きであ る」 と,シ ャルル に進言 します。何 よ りもまず,全 フ ラ ンス領
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土 が 国王 シ ャル ル7世 の もの で あ る こ とを宣 言 し,そ れか らパ リを奪 還 す れ ば よ

い,と い うよ うに彼 女 は主張す るの です。パ リの奪還 よ りも,国 王 として の戴 冠 の

方が先 であ る とい うのが彼 女 の考 えで した。 シ ャル ルは彼女 の進 言 を取 り入 れ,ラ

ンス に向か う ことに します 。

パ リには ノー トル ダム大 寺院 とい う立派 なお寺 が あ ります が,ラ ンス に もそれ に

劣 らない ほ どの荘 厳 な,由 緒 あ る大聖 堂が あ ります。 フ ラ ンス の初 代 国王 とい われ

た ク ロー ヴ ィスが この大聖 堂で洗礼 を受 けて以来,フ ラ ンスの歴代 国王 は,正 式 の

就 任 式 を こ こで行 う とい うの が伝 統 とな りま した。 す な わち,国 王 に な るた め に

は,ラ ンスの 大聖 堂 で の列 聖 式,正 式 な国王 と して の就任 式 が 必要 とな った の で

す。 それ に よ り,国 王 が超越 的権威 の持 ち主 で ある こ とが証 明 され るの です。 この

伝 統 に従 い,シ ャル ルは1429年7月17日,列 聖式 を行 い ます。 この知 らせ を聞 い

た イギ リス は,慌 てて まだ幼 い ヘ ン リー6世 をパ リで列 聖 させ ます が 手 遅 れ で し

た。パ リで 列 聖式 を行 う よ りも,ラ ンス の大 聖 堂 で行 うほ うが権 威 が あ った ので

す 。 シ ャル ル は正式 に,フ ラ ンス 国王 シャルル7世 と して就任 したのです 。

ところが,シ ャル ルは国王 に な ります と大 きな心境 の 変化 に見舞 われ ます。 これ

は,国 王 シ ャル ル7世 の ジ ャ ンヌ ・ダル クに対 す る裏切 りにな るわけです が,ど う

い う心変 わ りか とい い ます と,方 針 の変 更 なのです 。列 聖式が行 われ る以前 は,シ

ャルル は 自分 はまだ フ ラ ンスの正統 な王位 に就 くもので は ないので は ないか とい う

迷 いが あ りま したか ら,や や もす る と自堕 落 な ところが あ りま した。 しか し,列 聖

式 が終 わ り,国 王 に なるや,政 治力 を発揮 す る よ うに な ります 。「シャルル勝 利王」

とも名乗 る ようにな るのです。 そ こで 出て きた考 えは,自 分 は もうこれ以上 ブル ゴ

ーニ ュ侯 や イギ リス軍 と戦 う必 要 はない ので は ないか
,イ ギ リスがパ リを返 して く

れ れば その他 の領土 はイギ リス にあげて もよいので はな いか,と い うもの です。 こ

の際 イギ リス軍や ブル ゴー ニ ュ侯 と徹底 的 に戦 う ことはや め よう とい う妥協 策 で

した。 この辺 りで手 を打 っ て,自 分 の国王 と しての地位 さえ安泰 な らばそ れで よ し

とす る方針 です 。

これ を知 った ジ ャ ンヌ ・ダル クは激 怒 します 。 国王 の就任 式 が終 わ っ たな らば,

た だち に,パ リを奪還 す る。パ リを取 り戻 し,国 王 をパ リに住 まわせ る こ とに よっ

て,さ らに フ ランス 国王 と しての権威 をフ ラ ンス全 土 に行 きわ た らせ る と彼女 は考

えてい たのです 。実際 そ うで な くては な りませ んで した。 ところが,国 王 シャル

ル7世 は戴 冠式 が終 わ った時 点 で保 身 に走 るの です。 もう これ で戦 い は終 わ りに し

よ う。 これで十分 で あ る。 イギ リス側 と妥協 しよう,と 寝 返 るの です。 これ に対 し

て ジ ャ ンヌ ・ダル クは,真 っ向 か ら反対 します。徹 底 的 に戦 って イギ リス軍 を フラ

ンスか ら追 い払 う,そ うでな ければ フ ラ ンスの真 の勝利 はない。 これが彼 女 の考 え

で した。

12.ジ ャ ン ヌ ・ダ ル ク 捕 ま る

ところが,イ ギ リス軍 や ブル ゴーニ ュ侯 との和 解 を企 て よ うとす る国王 シャルル
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7世 に とって は,今 度 は ジ ャンヌ ・ダル クの存在 は邪 魔 にな ります。 か くして国王

を無視 して イギ リス軍 との戦 い を止 め ない彼 女 は,1430年5月,コ ンピェ ーニ ュ

の戦い で ブル ゴーニ ュ侯 軍側 に捕 まっ て しまい ます。 その 時,国 王 シ ャルル7世 の

援 軍 は全 くあ りませ ん で した。 この よ うに ジ ャンヌ ・ダル クは,せ っか くシャルル

を国王 の地位 につ けた のに もかか わ らず,彼 の裏 切 りによって,敵 の捕 虜 に なって

しまったのです 。

ジャ ンヌ ・ダルク を捕 まえたブ ル ゴー ニ ュ侯 は,イ ギ リス軍 に近 い,イ ギ リス と

結託 してい る封建 領主 です 。彼女 を捕 まえた ブル ゴーニ ュ侯 に対 して3つ の勢 力が

彼女 の身柄 の引 渡 しを要求 します 。 その1つ は,イ ギ リス軍 です 。2つ 目は,パ リ

大学神 学 部。教 会 を代 表す るパ リ大学神 学部 が ジ ャ ンヌ ・ダル クの身柄 を要求 す る

の です 。 その理 由 は宗教 上 の ものです 。パ リ大学神 学部 には,キ リス ト教 の教 義 を

もっ と も忠 実 に解釈 す る権 限が あ る との 自負 があ りま した。 そ こに ジャ ンヌ ・ダル

クが突 然現 わ れ,一 貫 して神 の お告 げ を聞 いた といい,イ ギ リス軍 を打 ち破 り,国

王 を戴 冠 させ る。 パ リ大 学神 学部 に してみれ ば,神 の力 を自分 よ りもはるか に凌駕

して示 す,こ の少 女 の存 在 は 目障 りで な りませ ん で した。 で きれ ば彼 女 を魔 女 と し

て断罪 したい。 そ して,自 分 の権威 を保 ちたい,と の意 向 をパ リ大 学神学 部 は懐 き

ます。 そ のためパ リ大学 神学 部 は,ジ ャ ンヌ ・ダル クの身柄 の引 き渡 しを強 く要求

した のです 。3つ 目は,シ ャル ル7世 です。 自分 を国王 に戴冠 させ て くれた ジ ャ ン

ヌ ・ダ ル クを返 して も らい たい,と の 当然 の要求 を したの です。 とこ ろが実 際 は,

強 くは要求せ ず,彼 は沈 黙 を保 ってい た とい われ てい ます 。

こう した3つ の勢 力か らの身柄 引 き渡 し要求 に あい ます が,結 局,彼 女 は,ま ず

イギ リス軍 に引 き渡 され るこ とにな りま した。 た だ,イ ギ リス軍 は,世 俗 の裁判権

しか持 ち ませ ん。 そ こで イギ リス軍 は彼女 を宗教 裁判 にか け,そ の結 果 を見 て,世

俗 的 に裁 こ うとす る こ とに します。 その ため,す ぐにパ リ大 学神 学部 に まわ し,そ

こでの宗教 裁判 を まつ こ とに します 。宗教 裁判 で は,正 統 か異端 か とい う信仰 上 の

判 断 をす るだけで,世 俗 的 な処罰 をす る権 限 はあ りませ んで した。実 際の処 罰 の執

行 は世俗 の裁判 所 にあ る とい う形 にな っていた のです 。 イギ リス と して は,ま ず軍

として ジ ャ ンヌ ・ダル クの身柄 を預 か り,そ の上 でパ リ大学神 学 部 で宗教 裁判 にか

け,そ の結果 を待 って世俗 的 に裁 くとい う形 に した のです。 なお,宗 教裁 判 で無罪

の判 決が 出 た と して も,イ ギ リス軍 は彼 女 の返還 を要 求 し,軍 と しての彼 女 の処遇

を考 えよ う としてお りま した。 イギ リス軍 に してみ れば,い ずれ に して も彼女 を裁

きたい との意 向 は持 って いたの です。

13。 ジ ャ ン ヌ ・ダ ル ク の扱 い をめ ぐ っ て

こ こで もう少 し,イ ギ リス軍が ジャ ンヌ ・ダル クの 身柄 をブル ゴー ニュ侯 か ら引

き受 け て,そ の うえでなぜパ リ大学 神学 部 の宗教裁 判 にか け るこ とに したの か につ

い て,考 えてみ たい と思い ます。 それ に は3つ の理 由が あ ります。

第1に,ジ ャ ンヌ ・ダル クを宗教 裁判 にか け る こ とに よって,イ ギ リス は全 キ リ
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ス ト教徒 に対 して,自 分 た ち こそ信仰 を護 る者 で あ る,正 しい信 仰 の保 護者 であ る

と喧伝 しよ うと したの です。 ち なみ に,キ リス ト教 の歴 史で,後 にプ ロテス タン ト

とい う新 た な宗派 が で きる宗 教改 革 が起 こっ たの は16世 紀 で す。 ジ ャ ンヌ ・ダ ル

クの時代 には,プ ロテス タ ン トはな く,カ トリ ックだ けで した。 キ リス ト教 とい え

ば カ トリ ックで した。 イギ リス は ジャ ンヌ ・ダルク を宗教 裁判 にか け る こ とに よっ

て,イ ギ リス こそがすべ て を神 の裁 断 に仰 ぐ,正 しい カ トリック信仰 の保持 者 であ

る こ とを示 したか ったのです 。

第2に,イ ギ リス軍 は ジ ャ ンヌ ・ダル クに負 け ま した。 当時の キ リス ト教 の考 え

方 か らす る と,正 統 な宗 教 を受継 ぐ者 は負 ける はず はなか った のです。負 ける とい

うこ とは,正 統 な宗教 を受 け継 いで いないか らで あ る とい う一般 的 な原則 が あ った

のです 。神 は必ず 正義 の ほ うに軍 配 をあげ る こ とに なって い ま した。 しか し,イ ギ

リス 軍 は負 けて しまった。 そ こで イギ リス は,イ ギ リス軍が負 けたの は魔 女 の出現

によっ て負 けたのだ と仕 立 て上 げ よ うと したの です。 そ こで イギ リス は,あ くまで

正統 で あ り,ジ ャ ンヌ ・ダル クが 異端 であ る と宗教 裁判 で決 着す るこ とが必 要だ っ

たの です 。

第3に,イ ギ リス に とって は,魔 女 の使 いで あ るジ ャ ンヌ ・ダルクの助力 に よっ

て,フ ラ ンス 国王 に就任 したシ ャルル7世 は国王 としての正 統性 を全 く持 た ない と

示 したか っ たのです。 彼女 を魔女 と して認 定 し,フ ランス 国王 の権 威 の失 墜 をはか

る必 要が あ ったの です。

以 上 の3点 が,イ ギ リスが ジ ャ ンヌ ・ダル ク を宗教 裁判 にか け,彼 女 を魔 女 に仕

立 てあ げ よ うと した理 由です。

それ では,パ リ大 学神学 部 は なぜ ジャ ンヌ ・ダル クの 身柄 を欲 しが ったので し ょ

うか。 それ は前 述 した とお り,パ リ大学神 学部 には,自 分 た ち こそキ リス ト教 の解

釈 につ い て正統 な権 利 を持 つ機 関で あ る との 自負 が あ りま した。 そ のた め こ こで,

異端 の疑 い のあ る ジャ ンヌ ・ダルク を召 喚 し,異 端尋 問 にか け るこ とに よって,彼

女 を断 罪す れ ば 自らの権威 を高め る こ とがで きる と考 えたの です。

で は,イ ギ リス 軍か らパ リ大学神 学部 に 回 され,異 端裁 判 にか け られ る こ とにな

った ジ ャ ンヌ ・ダ ル ク に対 して,フ ラ ンス側 は どの よ うな反 応 を したの で しょ う

か。一 般的 に は,多 くの民衆 や兵士 た ちは彼女 が捕 らえ られ,宗 教 裁判 にか け られ

る こ とを大 変 に悲 しみ ま した。 しか し一・部,フ ラ ンス の司教 達 な どの 中に は彼 女の

こ とを冷 笑 す る勢 力 もお りま した。 す な わち,「 彼 女 は成功 に酔 い しれ た。誰 の意

見 も聞かず,ま た従 い も しなか った。 したが って,そ の傲 慢 さ故 に神 は彼 女 をお見

捨 て に なった んだ」 とい ったの です。純 粋 な信 仰心 を持 ち,誰 よ りも神 の意 の ま ま

に行動 す る彼 女 の こ とを妬 み,嫉 妬 したの です。

また,シ ャルル7世 は どうで あ った か とい うと,ジ ャ ンヌが捕 まっ た時点 で は,

無関心 を装 ってい ま した。 それ は,前 述 した よ うに,シ ャルル7世 は国王 に就 任す

るや,も うこれ以上戦 い は した くない。敵 と妥協 し,手 を結 ん で,自 分 の 国王 とし

ての地 位が 安泰 な らばそ れで よい と考 える よ うに なってい ま した。そ のた め,イ ギ

リス 軍 と徹 底 的に戦 お う とす る ジャ ンヌ ・ダル クは 目障 りな存在 に なって いた ので
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す。 そ のため,彼 女が捕 まった ことは,一 面 で は国王 に とって安心 すべ きこ とで し

た。 しか し,も う一面 で は 自分 を国王 に して くれた恩 もあ りま した。 そのた め,彼

の心 境 は複 雑 で した。 したが って,一 部 に は,シ ャル ル7世 は彼 女 が捕 ま った時

「彼女 をイ ギ リス軍 に渡 す な」 とい っ た と もい われ てお ります。 また,宗 教裁 判 の

途 中で も,「 彼 女 に危 害 を加 えた ら報復 す る」 とイ ギ リス軍 を桐 喝 した と もいわ れ

てお ります。 た だ,こ れ らの発 言 には,は っ き りした証拠 はあ りませ ん。複雑 な心

境 で あ った 国 王 シ ャル ル7世 は,明 示 的 な言動 を取 れ なか った の で し ょう。 しか

し,は っ き りしてい る こ とは,ジ ャ ンヌ ・ダル クの死後20年 経 っ て,国 王 シ ャル

ル7世 は,彼 女 の宗教 裁判 のや り直 しを命 じ,彼 女 を無罪 に した こ とです。

と もあれ,イ ギ リス軍 に味方 す るブ ル ゴー ニ ュ侯 に捕 らえ られた ジ ャ ンヌ ・ダル

ク は,や が て イギ リス軍 に引 き渡 され,次 にイギ リス軍か らパ リ大学神 学部 に回 さ

れ て宗教 裁 判 にか け られ ます。 か く して ジ ャ ンヌ ・ダル クの宗 教 裁 判 が始 ま りま

す 。裁 判 は,イ ギ リスの根 拠 地 で あ るノル マ ンデ ィー の町 ルー ア ンで行 わ れ ま し

た。

しか し,宗 教 裁判 とい って も,実 際 は宗教裁 判 の名 を借 りた政治裁 判で した。 と

いい ます の は,宗 教 裁判 は正統 か異 端か を決 め るのですが,ジ ャ ンヌ ・ダル クの裁

判 は彼女 が魔 女 であ るか ど うか を決 め る裁判 で した。 だが,魔 女 裁判 とい うの が活

発 にな るの は16世 紀 に なって か らで,ジ ャ ンヌ ・ダル クが 捕 まった15世 紀 に は,

まだ魔女 裁判 とい うの は一般 的で はあ りませ んで した。彼 女 を魔 女 と して裁 こ うと

い うこの宗教 裁判 は,む しろ魔 女裁 判 の走 りで した。 こ こに,イ ギ リス軍 の政 治的

意図が見 え隠れ します。 イギ リス軍 として は,前 述 した ように,パ リ大学神 学部 の

宗 教裁判 にか ける こ とに よって,な ん と して もジ ャ ンヌ ・ダル クを魔 女 と して認 定

して もらい たか った のです。 す なわ ち,イ ギ リス 軍が敗北 したの は,神 に背 いた結

果 では な く,魔 女 の力 に よる もので あ る と弁 明す る必 要 が あ ったの です。 こ こに,

ジャ ンヌ ・ダルク裁 判 の本 質が あ りま した。

14,宗 教裁判

ジ ャ ンヌ ・ダル クの裁判 は,1431年2月21日 以 降,公 開の裁判 が1回,同 じく

1431年3月10日 以 降 獄 中 での 非公 開裁判 が2回,行 われ た とい われ て い ます 。

当時,異 端 裁判 は,す なわち,そ の人 間が本 当 にキ リス ト教 の教義 に合 った信 仰 を

してい るか否 か とい うこ とを裁 く裁判 は,弁 護士 をつ けて行 わ れ る とい うのが 一般

的 で した。 しか し,ジ ャ ンヌ ・ダル クの裁 判 で は,弁 護士 が一 人 もつ け られ なか

ったの です 。そ のた め,ジ ャ ンヌ ・ダル クは,60人 もの神 学 者や 学者 を前 に して,

一 人で弁護 の論 陣 を張 らな けれ ば な りませ んで した。1431年3月21日,検 事 は70

項 目に渡 る起 訴状 を彼 女 に突 きつ け ます。 その結 論 は,彼 女 は魔 女,女 預 言者,神

を冒涜 す る女,異 端 であ る とい うもので した。 しか し,彼 女 は60人 もの神 学 者 を

前 に して容疑 の ひ とつ ひ とつ に反論 を加 えて い きます。冷静 に,勇 気 を持 って反駁

してい った のです。 そ の結 果,最 終 的 に,1431年4月11日 の裁 判 で は,70項 目に
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渡 る起 訴状 は12項 目に削減 され る こ とに な りま した。

た だ,12項 目に減 った とはい え,彼 女 は有 罪 とされ ま した。 そ の理 由 は以 下 の

3点 です。

第1に,ジ ャ ンヌ ・ダル クが 聞い た とい われ てい る神 のお 告 げ につ いて で した。

これ は空想 の産物 か,そ れ とも作 り事 か,と い う問題 を巡 って争 われ ま した。彼女

は これ に対 しては,「 天 使 が実 際 自分 の前 に現 われ た。 お告 げ は想 像 の もので は

ない。 ま して幻聴 な どで はない」 と断 言 します。 しか し,そ れ は受 け容 れ られ ませ

んで した。

第2に,国 王 の信 頼 を得 た方法 につ いて です。 どの ような悪 魔 的手段 に よって シ

ャル ルの信頼 を勝 ち得 たの か とい うの が争点 で した。そ れ に対 しては,彼 女 は 「国

王 に関す る こ とは詳 し くは話せ な い」,た だ 「国王 の い る部屋 に天使 が 一 人入 って

きて,王 冠 を国王 に もた らした のだ。 自分が その天使 で あ る」 と主張 して譲 りませ

んで した。 これ は説 明 に なって いない と却下 され たのです 。

第3に,彼 女の男 装が 問題 にな りま した。彼 女 は女性 であ りなが ら,な ぜ男 装 を

したの か とい うの です。 当時 は,キ リス ト教 の聖書 に従 い,自 分 の性 の衣 服 を変 え

るの は,神 の前 で は慎 むべ きであ る とい う考 えが厳格 に守 られ て い ま した。す なわ

ち,そ の 時代 は,身 分,男 女,階 層 な どに よって 着 る服 装 が 決 め られ て い た ので

す。 特 に女性 が男装 をす る こ とは,カ トリ ックで は厳 禁 され罪 とされて い ま した。

この点 を ジ ャ ンヌ ・ダル ク は責 め 立 て られ ます。 「なぜ男 装 したの か」 と。 これ に

対 して彼 女 は弁 明 します 。一つ は,軍 に身 を置 き男性 の 中で生活 す る には女性 の服

装 で は不便 で あ るこ と。 二つ は,牢 の 中で 自分 の身 を守 るため に は男装 でな くて は

な らなか った こと。 三つ に は,神 の お告 げ に よ り,使 命 を果た すた めに男装 した こ

と。彼 女 の この弁 明は認 め られず,男 装 を した とい うこ とで彼女 の処罰 は免 れ ませ

ん で した。

以上3つ の理 由 か ら,彼 女 は有 罪 とされ ま した。信仰 を強制す る,カ トリ ック全

盛 時代 の15世 紀 にお い て は,彼 女 の よ うな言動 は とて も認 め られ る もの で は なか

ったのです 。

と もあれ,パ リ大 学神 学 部 と して は,彼 女 を有 罪 に した くてな りませ んで した。

そ の理 由 は,ひ とつ は前 述 した よ うに,自 分 の宗 教 上 の権 威 を守 りた か った こ と。

そ して,も うひ とつ は教 会 に対す る彼女 の立場 につ いてで した。 す なわ ち,ジ ャ ン

ヌ ・ダル クが神 のお告 げ に したが って行 動 した とい うこ とは,彼 女 が,教 会 の仲立

ち な しに,神 と天使,天 国の聖者 な どに通 じて いる とい うこ とを意味 します。彼 女

の この信 仰 姿勢 は,教 会 を無 視 して人 と神 とが直結 して しま う とい う風潮 を高 め て

しま うこ とにな ります 。 カ トリ ック として は,教 会 を看 過す る信仰 は何 と して も許

せ なか ったので す。信仰 と教 会 に関す る根 幹 の部分 を揺 るが しか ねな い とい う重要

な 問題 を ジ ャ ンヌ ・ダル クは提起 した ので す。教 会 を経 ず に,聖 書 を根 本 に各 人

が,直 接神 とつ なが って い くとい う信 仰 の あ り方 は,16世 紀 の宗教 改 革 の 結果 誕

生 したプ ロテス タン トの教 えです が,ジ ャ ンヌ ・ダル クの振 る舞 いはそ の先駆 をな

して い た とい え ま しょう。 教会 中心 の信 仰 を強制 す る,カ トリック全 盛 時 代 の15

1'



高村忠成 ジャンヌ ・ダルクー女性の力が歴史を変える一

世 紀 に おい て は,彼 女 の よ うな行 動 は とて も認 め られ る もの で はあ りませ ん で し

た。

ともあれ,ジ ャ ンヌ ・ダル クは,こ の ような宗教 裁判 に よ り,一 旦 は恐 怖 のあ ま

り罪状 を認 め て しまい ます 。い わゆ る ジ ャンヌ の 「繊悔 」 です 。 しか しす ぐにそれ

を翻 し,再 び男装 に戻 るな どい た します。 こう した行為 は,当 時 ,異 端再 犯 とい っ

て重 罪 に科せ られ る こ とに なって い ま した。 す な わ ち,再 び罪 を犯 した者 と して,

火刑 に され るこ とにな っていた のです 。か く して,パ リ大 学神 学部 か ら,イ ギ リス

軍 の手 に戻 され た ジャ ンヌ ・ダル ク は,1438年5月30日,あ らゆ る教 会 関係 者,

また彼 女 を陥れ よう とす る勢力 に よって,つ い に火 撮 りの刑 に処 せ られ て しまい ま

した。 ル ーア ンの ヴ ィユ ・マル シェ広場 にお いて で した。

15.ジ ャ ン ヌ ・ダ ル ク の 復 権

か くして ジ ャ ンヌ ・ダル クの わず か19年 の一 生 は終 わ るわ けです が,国 王 シ ャ

ルル7世 には ど うして も気 にな るこ とが あ りま した。彼 は,フ ラ ンス国王 と しての

地 歩 を着 実 に固 め てい き ます が,何 か心 に引 っかか る ものが あ ったの です 。 そ れ

は,ジ ャンヌ ・ダル ク裁判 です 。彼女 が魔 女で あ る こ とを立 証 し,そ れ と結 ん だ シ

ャル ル7世 には,国 王 と して の権 威 が な い とい うのが イ ギ リス の主 張 で したか ら,

シ ャル ル7世 は この 点だ け は断 じて晴 らしてお く必要 があ りま した。彼 女が魔 女 で

はない とい う こ とを証 明 しなけれ ばな りませ ん で した。 そ こで シ ャルル7世 は,ジ

ャ ンヌ ・ダルクの処刑 裁判 のや り直 しを命ず るのです。 それ は,1450年2月15日 ,

ジ ャンヌ ・ダル クが死 ん でか らじつ に20年 の歳 月が た ってお りま した。

ただ シ ャル ル7世 と しては,彼 女が魔 女 で はなか った とい うこ とを証 明す る裁判

が必要 だ ったの ですが,自 分 がそ れ を突 然主張 して行 うと,ど う して も政 治 的色彩

が強 くな ります。 そ こで,彼 女 の肉親 か ら嘆願 書 を出 させ る とい う形 に します 。す

なわ ち彼 女 の名誉 回復 を求 め る願 い を身 内 か ら出 させ るの です 。 こ うい う形 式 で

1455年9月11日,や り直 し裁 判 が 開始 され ます。 そ の結 果,ジ ャ ンヌ ・ダル クは

晴 れて無 罪 とされるの です。彼 女 は魔 女 で はない,彼 女 はそ の信 仰 にお いて 間違 い

の ない,純 真 な少 女 で あ っ た,と い う こ とが 証 明 された の です 。 これが,ジ ャ ン

ヌ ・ダル クの復 権裁 判 で した。

この復 権裁判 におい ては,多 くの人 々が証言 しま した。 あ る人 は,彼 女 の最後 の

言 葉 は,「 良 きキ リス ト教徒 と して死 に た い」 とい うこ とだ っ た とか,あ る人 は,

彼女 に対 す る最 後 の残 酷 さは死刑 執行 人 を動 転 させ た とか 証言 しま した。一 人 のイ

ギ リス兵 は,「 ジ ャ ンヌ ・ダル クが 炎 の 中か ら逃 げ 出す の を見 た」 とまでい いだ し

ま した。 「イギ リス軍 は破 滅 であ る」 と叫ん だ イギ リス兵 もい た ほ どで した。

ともあ れ,ジ ャ ンヌ ・ダル ク をめ ぐる2つ の裁 判 につい て は,次 の こ とが い える

と思 い ます。 す な わ ち,第1に,1431年 の ジ ャ ンヌ ・ダ ル ク を裁 いた処 刑 裁判 に

お いて は,宗 教 裁判 とい う形 を とってい たけれ ども,そ れ は実質 的 にはイギ リス軍

が行 った もの です。彼 女 を魔 女 に仕 立 て,イ ギ リスが負 け たの は正 義 に背 い たか ら

一41一



通信教育部論集 第8号(2005年8月)

で は ない。 魔女 にか き乱 された ため であ る。 そ して,ジ ャ ンヌ ・ダル クの力 によっ

て 国王 にな った シャル ル7世 の王 位 に は正統性 が ない。魔女 の仕 立て に よる もの で

あ る。そ の こ とを暴 くた めの裁判 が1431年 の処 刑裁 判で した。

第2に,1455年,シ ャルル7世 が起 こ した ジャ ンヌ ・ダル クの復 権 裁 判 は全 く

逆 で した。彼女 は魔女 で は ない と。彼 女 の正 しい信 仰 の力 に よって 自分 は王位 に就

いたの であ るか ら,こ の王 位 は正 当な もので あ る,と シャル ル7世 は主 張 した ので

す。 この よ うに,ジ ャ ンヌ ・ダル クの2つ の裁 判 は,い ず れ もイギ リス とフラ ンス

の,い わ ば政 治的駆 け引 きの 中での 裁判 で した。彼女 に してみ れ ば,そ うした政 治

性 とは関係 な く,終 始,神 の命 令 に従 い,自 分 の純粋 な信仰 の ままに生 きた一生 で

した。 ジャ ンヌ ・ダル クは,信 仰 に裏付 け られた使命 の道 を全 う した殉 教 の 乙女 だ

った のです。

16.ジ ャ ン ヌ ・ダ ル ク の 問 い か け る も の

最後 に,ジ ャ ンヌ ・ダル クの現代 的 な意義 は,ど こにあ るので し ょうか,こ れ を

確 認 して お きたい と思 い ます 。

第1に,彼 女 の戦 いに よって後 の いわゆ る国家 意識 とい うものが植 え付 け られ る

ように なった とい う ことです 。神 聖 な フラ ンス 国家 はフ ラ ンス人 だ けの もの であ る

とい う意識 が芽生 えてい ったの です。 イギ リス人 は 自分 の 国,イ ギ リス に帰 るべ き

で あ る と も主 張 され ま した。 これが だ んだ ん発 展 し,18世 紀後 半 か ら19世 紀 にか

けてナ シ ョナ リズ ム とい う意識 の誕生 になって い き ます 。 ジ ャ ンヌ ・ダル クの戦 い

は,国 家 意識 を醸成す る走 りとな った とい え ま し ょう。

第2に,100年 戦 争 に終 止符 を打 つ きっか け に なった,と い え ます 。100年 戦争

は,ジ ャ ンヌ ・ダル クの オ ル レア ン解 放 闘争 が ひ とつ の原 因 とな って終 わった とい

え ます。100年 戦 争 の終焉 は,後 に,国 民 国家 を形 成 す る基 盤 をつ くった とい われ

てお ります。 す なわ ち,彼 女 の戦 いに よって,国 家 とい うものが確 定 し,そ の後 の

ヨー ロ ッパ の歴 史は,国 家 単位 に動 くとい う よ うに大 き く変 わ って い ったの です 。

国民 国家 誕生 の歴 史の扉 が 開かれ た ともい え ま しょう。一 人 の少女 の戦 いが新 たな

歴 史創造 の原 動力 となった のです。

第3に,ジ ャ ンヌ ・ダル クは状 況 を切 り拓 くの は人 間の能動 的,主 体 的力で あ る

とい う こ とを証明 した とい うこ とです。彼 女 は多 くの人が 諦 めか けてい る時,行 動

す る術 を知 って いた のです。神 の お告 げ とはい え,自 分 の純粋 な使命 に 目覚 め,そ

れ に立 脚 した不動 の信 念 と勇気 に燃 え て,真 っ直 ぐに進 ん でい きま した。 そ して,

困難 な状 況 を打破 してい ったので す。炎 の ような行 動へ の意思 が彼 女 を支 配 してい

た,と もい えま し ょう。 歴 史 は人 間の力 に よって築 か れてい くの です。

ジ ャ ンヌ ・ダル クは,純 粋 な使命 感 に燃 えて,フ ラ ンス を救 い,ヨ ー ロ ッパ の歴

史 を変 え,世 界 史 の新 た な扉 を開 き ま した。 彼 女 の純 粋 な信 仰 とは,教 会 を通 さ

ず,神 と直接 の交 流 に よって培 った不動 の信 念で した。 現代風 に言 えば,燃 えるが

如 き使 命感 と もい え ま しょう。 これ に 目覚 めた とき,人 間 は想 像 もで きな い力 を発
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揮 す るの です。 す なわ ち,ジ ャ ンヌ ・ダルクは,過 去 の不 思議 な乙女で はあ りませ

ん。伝 説 の女 性 で はな く,現 代 の女性 の心 の中 に も生 きてい る普遍 的精神,否,炎

の魂 これ をジ ャ ンヌ ・ダル クは体 現 したのです。

こう した意味 で,今 日で も,不 動 の信 念 に燃 えた一人 の女性 の力 に よって 時代 は

大 きく変 わ ってい くとい え ま しょう。歴 史 の教 訓 は今 で も生 きて い るの です。

※本稿 は,平 成16年8月28日(土),創 価大学池 田記念講堂で開催 された,夏 期大学講座

での講演です。
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